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▲大江川にある橋台跡の説明看板　2022年撮影

▲尾西鉄道路線図　1925年7月

 

「
一
宮
市
」
に
は
、
一
宮
市
博
物
館
・
一
宮
市
三
岸
節
子
記
念
美
術
館
・
一
宮
市
尾
西

歴
史
民
俗
資
料
館
な
ど
先
人
の
残
し
た
文
化
を
紹
介
す
る
施
設
が
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
の
「
身
近
な
文
化
」
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

「
一
宮
市
」
に
は
、
一
宮
市
博
物
館
・
一
宮
市
三
岸
節
子
記
念
美
術
館
・
一
宮
市
尾
西

歴
史
民
俗
資
料
館
な
ど
先
人
の
残
し
た
文
化
を
紹
介
す
る
施
設
が
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
の
「
身
近
な
文
化
」
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

　
今
年
は
、
一
八
七
二
（
明
治
五
）
年
に
新
橋
〜

横
浜
間
に
鉄
道
が
開
通
し
て
し
て
か
ら
一
五
〇
年
。

一
宮
市
で
は
、
一
八
八
六
（
明
治
十
九
）
年
に
Ｊ

Ｒ
東
海
道
本
線
の
尾
張
一
宮
駅
が
一
ノ
宮
駅
と
し

て
清
洲
駅
と
の
間
が
開
通
し
て
か
ら
一
三
六
年
に

な
り
ま
す
。
こ
の
間
、
計
画
だ
け
で
終
わ
っ
た
路

線
も
数
多
く
あ
り
ま
す
が
、
東
海
道
本
線
の
延
伸

や
名
古
屋
本
線
の
全
通
、
東
海
道
新
幹
線
の
開
通

な
ど
が
あ
り
、
現
在
の
路
線
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
廃
線
と
な
っ
た
名
鉄
の
三
路
線
を
ご
紹

介
し
ま
す
。（

一
宮
市
博
物
館
学
芸
員
　
神
田
年
浩
）

　
一
宮
線
は
、
名
古
屋
電
気
鉄
道
（
現
名
古
屋
鉄

道
）
一
宮
線
と
し
て
一
九
一
二
（
大
正
元
）
年
に

枇
杷
島
〜
岩
倉
〜
西
印
田
間
、
翌
年
に
は
東
一
宮

ま
で
全
線
複
線
で
開
通
し
て
い
ま
す
。
現
在
の
名

古
屋
本
線
が
名
古
屋
か
ら
一
宮
ま
で
全
通
し
て
い

な
か
っ
た
時
代
に
は
、
東
海
道
本
線
よ
り
本
数
が

多
い
重
要
路
線
で
し
た
。
し
か
し
、
一
九
二
八
（
昭

和
三
）
年
に
枇
杷
島
橋
と
新
一
宮
間
が
つ
な
が
る

と
、
岩
倉
経
由
の
一
宮
線
よ
り
短
距
離
で
名
古
屋

と
一
宮
間
が
結
ば
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
名
岐
線
（
現

名
古
屋
本
線
）
の
全
通
に
よ
り
需
要
が
低
下
し
、

不
要
不
急
路
線
と
し
て
一
九
四
四
（
昭
和
十
九
）

年
に
複
線
か
ら
単
線
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
の

モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
影
響
も
あ
り
、
名
岐
バ

イ
パ
ス
（
国
道
二
二
号
線
）
建
設
に
よ
り
一
九
六

五
（
昭
和
四
十
）
年
に
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

　
現
在
で
は
廃
線
跡
は
道
路
化
さ
れ
て
お
り
、
浅

野
羽
根
交
差
点
以
東
は
岩
倉
行
き
の
バ
ス
が
走
っ

て
い
ま
す
。
数
少
な
い
遺
構
だ
っ
た
名
草
線
の
跨

線
橋
は
二
〇
一
七
（
平
成
二
十
九
）
年
に
取
り
壊

さ
れ
、
大
江
川
に
架
け
ら
れ
た
橋
の
橋
台
跡
を
残

す
の
み
と
な
り
ま
し
た
。

い
ち
の
み
や
の
廃
線

い
ち
の
み
や
の
廃
線

名
古
屋
鉄
道
一
宮
線
【
岩
倉
〜
東
一
宮
】
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▲起駅　1952年　権田純朗氏撮影

▲中島橋の銘板を南西から望む　2022年撮影

▲中島橋を北から望む　2022年撮影

　
一
宮
市
唯
一
の
路
面
電
車
で
あ
っ
た
起
線
は
、

一
九
二
四
（
大
正
十
三
）
年
に
蘇
東
線
と
し
て
開

通
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
起
周
辺
の
機
業
家
た
ち

が
出
願
し
た
起
〜
一
宮
間
の
起
軽
便
鉄
道
が
免
許

を
得
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
、
蘇
東
電
気
軌
道
を
設

立
し
、
後
に
名
古
屋
鉄
道
と
合
併
し
て
実
現
さ
せ

た
路
線
で
し
た
。
明
治
か
ら
昭
和
に
か
け
て
の
蘇

東
耕
地
整
理
事
業
に
関
連
し
て
、
整
備
さ
れ
た
道

路
上
に
車
両
を
走
ら
せ
ま
し
た
。
し
か
し
、
車
両

定
員
が
少
な
く
単
線
で
あ
っ
た
た
め
、
運
行
本
数

に
も
限
界
が
あ
り
ま
し
た
。
一
九
五
三
（
昭
和
二

十
八
）
年
に
は
休
止
と
し
、
増
発
も
容
易
な
バ
ス

の
試
験
運
転
を
経
て
、
起
線
は
翌
年
廃
止
と
な
り

ま
し
た
。

　
起
と
一
宮
駅
間
の
バ
ス
は
、
現
在
で
も
十
五
分

間
隔
で
運
行
し

て
い
ま
す
。
廃

止
の
原
因
は
、

自
動
車
の
邪
魔

に
な
っ
た
と
い

う
よ
り
、
輸
送

力
が
小
さ
く
対

応
し
切
れ
な
か
っ

た
か
ら
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　
尾
西
線
は
、
尾
西
鉄
道
と
し
て
一
八
九
八
（
明

治
三
十
一
）
年
の
弥
富
〜
津
島
間
を
皮
切
り
に
、

一
九
一
八
（
大
正
七
）
年
に
は
木
曽
川
港
ま
で
開

通
し
ま
し
た
。
尾
西
鉄
道
は
、
関
西
鉄
道
（
現
Ｊ

Ｒ
関
西
本
線
）
が
津
島
を
経
由
し
な
い
た
め
、
津

島
周
辺
の
財
界
人
が
中
心
と
な
っ
て
設
立
し
た
も

の
で
、
弥
富
〜
津
島
間
か
ら
先
の
尾
張
一
宮
駅
を

結
び
、
奥
町
を
経
由
し
て
岐
阜
を
目
指
し
ま
し
た
。

　
一
九
一
四
（
大
正
三
）
年
の
名
古
屋
電
気
鉄
道

津
島
線
開
通
の
影
響
の
打
開
策
と
し
て
、
尾
西
鉄

道
は
、
名
古
屋
市
の
中
村
公
園
を
目
指
し
て
一
九

二
四
（
大
正
十
三
）
年
に
中
村
線
を
新
一
宮
〜
国

府
宮
間
に
単
線
で
開
通
さ
せ
ま
す
が
、
翌
年
、
尾

西
鉄
道
は
名
古
屋
鉄
道
に
譲
渡
さ
れ
、
現
在
は
名

古
屋
本
線
の
一
部
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
戦
時
中
に
不
要
不
急
路
線
と
な
っ
た
た
め
か
、

一
九
四
四
（
昭
和
十
九
）
年
に
奥
町
〜
木
曽
川
港

間
が
休
止
と
な
り
ま
し
た
。
戦
後
に
地
元
の
運
動

も
あ
り
、
奥
町
〜
玉
ノ
井
間
を
再
開
し
ま
す
が
、

一
九
五
九
（
昭
和
三
十
四
）
年
に
は
玉
ノ
井
〜
木

曽
川
港
間
が
正
式
に
廃
止
と
な
り
ま
し
た
。

　
一
時
は
、
柳
橋
発
新
一
宮
経
由
の
木
曽
川
橋
行

急
行
が
出
る
な
ど
、
新
一
宮
〜
木
曽
川
橋
間
が
本

線
的
な
役
割
も
果
た
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
一
九

三
五
（
昭
和
十
）
年
に
は
名
古
屋
本
線
が
木
曽
川

橋
梁
を
経
て
岐
阜
へ
直
結
す
る
よ
う
に
な
り
、
木

曽
川
の
丸
石
な
ど
を
運
ん
で
い
た
木
曽
川
港
駅
で

の
貨
物
の
需
要
も
減
少
し
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
玉
ノ
井
駅
か
ら
北
の
廃
線
跡
は
通
称
「
電
車
道
」

と
呼
ば
れ
、
現
在
は
　
　

│
　

バ
ス
が
通
り
、
木
曽
川
橋

を
通
る
県
道
の
中
島
橋
の
銘
板
に
は
、「
旧
名
鐵
木

曽
川
線
跨
線
橋
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
主
要
参
考
文
献

　
名
古
屋
鉄
道
ñ
　広
報
宣
伝
部
　編
さ
ん

　『
名
古
屋
鉄
道
百
年
史
』
一
九
九
四
年

名
古
屋
鉄
道
起
線
【
一
宮
〜
起
】

名
古
屋
鉄
道
尾
西
線
【
玉
ノ
井
〜
木
曽
川
港
】
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令
和
三
年
四
月
、
一
宮
市
内
を
東
京

２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
聖
火
が
駆

け
抜
け
、
こ
の
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
に
市

内
の
吹
奏
楽
団
が
結
集
し
、
演
奏
で
聖

火
リ
レ
ー
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

昭
和
三
十
九
年
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
が
開
催
さ
れ
た
時
に
も
聖
火
が
市
内

を
走
り
、
沿
道
で
多
く
の
人
々
が
日
の

丸
の
小
旗
を
振
っ
て
ラ
ン
ナ
ー
を
見
送

っ
て
い
ま
し
た
。
私
は
ま
だ
子
ど
も
で

し
た
の
で
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
知
識
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
開
会
式
の
様

子
や
選
手
の
活
躍
は
し
っ
か
り
覚
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
開
会
式
の
入
場
行
進

で
演
奏
さ
れ
た
「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

マ
ー
チ
」
「
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
」
は
強

く
記
憶
に
残
り
、
今
で
も
そ
れ
ら
の
曲

を
演
奏
す
る
度
に
胸
が
熱
く
な
り
ま
す
。

令
和
二
年
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
聖

火
が
再
び
一
宮
市
内
を
駆
け
抜
け
る
と

知
り
、
「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
マ
ー

チ
」
を
演
奏
で
き
た
ら
楽
し
い
に
違
い

な
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

市
内
に
は
、
社
会
人
中
心
の
吹
奏
楽

団
や
ジ
ャ
ズ
バ
ン
ド
、
マ
マ
さ
ん
バ
ン

ド
、
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
、
ジ
ュ
ニ
ア
バ
ン

ド
な
ど
の
ア
マ
チ
ュ
ア
団
体
が
多
数
活

動
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
そ
れ
ぞ
れ

の
練
習
場
に
出
向
い
て
、
五
十
七
年
前

の
東
京
大
会
や
マ
ー
チ
へ
の
思
い
を
伝

え
、
「
聖
火
ラ
ン
ナ
ー
沿
道
応
援
隊
」

の
参
加
者
を
募
り
ま
し
た
。
開
催
日
が

平
日
の
昼
間
と
い
う
事
も
あ
り
、
メ
ン

バ
ー
が
集
ま
る
か
ど
う
か
不
安
で
し
た

が
、　

団
体
か
ら
総
勢　

名
も
参
加
し

１０

６７

て
い
た
だ
き
『
一
宮
ワ
ン
チ
ー
ム
バ
ン

ド
』
が
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
に
よ
っ
て
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は

翌
年
に
延
期
さ
れ
、
聖
火
リ
レ
ー
の
中

止
と
と
も
に
、
一
度
も
音
出
し
す
る
こ

と
な
く
チ
ー
ム
は
解
散
し
ま
し
た
。
そ

の
後
も
、
社
会
活
動
が
大
き
く
制
約
さ

れ
る
中
、
演
奏
会
や
各
団
体
の
活
動
そ

の
も
の
が
休
止
状
態
に
な
り
、
１
年
近

く
我
慢
の
期
間
に
な
り
ま
し
た
。

　

令
和
三
年
三
月
二
十
五
日
に
聖
火
リ

レ
ー
が
福
島
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

チ
ー
ム
も
再
結
成
し
て
迎
え
た
初
練
習

で
は
、
初
め
て
集
う
メ
ン
バ
ー
な
の
に
、

息
も
ぴ
っ
た
り
合
い
「
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
マ
ー
チ
」
の
仕
上
が
っ
た
響
き
に

心
が
震
え
ま
し
た
。
制
約
の
あ
る
中
で

各
自
が
練
習
を
積
ん
で
き
た
成
果
と
、

曲
の
素
晴
ら
し
さ
が
相
ま
っ
て
の
こ
と

だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

聖
火
リ
レ
ー
当
日
、
前
日
の
大
雨
が

晴
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
楽
団
ユ
ニ
フ
ォ
ー

ム
を
着
た
一
宮
ワ
ン
チ
ー
ム
バ
ン
ド
は

「
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
」
「
パ
プ
リ
カ
」

「
五
輪
音
頭
」
を
繰
り
返
し
演
奏
し
な

が
ら
、
聖
火
ラ
ン
ナ
ー
が
目
の
前
を
駆

け
抜
け
る
と
き
に
「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
マ
ー
チ
」
の
一

番
盛
り
上
が
る
と

こ
ろ
が
演
奏
で
き

る
よ
う
見
計
ら
い

ま
し
た
。
そ
し
て
、

狙
い
通
り
の
タ
イ

ミ
ン
グ
で
聖
火
ラ

ン
ナ
ー
が
駆
け
抜

け
ま
し
た
。

　

一
宮
市
内
の
聖
火
リ
レ
ー
を
無
事
に

盛
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
、
メ
ン
バ
ー

全
員
が
笑
顔
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
後
、
感
染
拡
大
な
ど
で
聖
火
リ

レ
ー
が
中
止
に
な
っ
た
都
市
も
出
ま
し

た
が
、
七
月
二
十
三
日
無
事
ゴ
ー
ル
し
、

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

一
宮
ワ
ン
チ
ー
ム
バ
ン
ド
に
参
加
し

て
く
だ
さ
っ
た
メ
ン
バ
ー
、
運
営
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
く
れ
た
仲
間
、
市
職
員
の

皆
様
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

学
校
を
卒
業
し
て
仕
事
に
就
い
て
も
、

マ
マ
に
な
っ
て
も
、
高
齢
者
に
な
っ
て

も
吹
奏
楽
を
楽
し
め
る
環
境
が
、
一
宮

市
に
は
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
次
の
世
代

に
、
繋
っ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
。

　
　

聖
火
ラ
ン
ナ
ー
沿
道
応
援
隊『
一
宮
ワ
ン
チ
ー
ム
バ
ン
ド
』

　
　

吹
奏
楽
・
管
弦
楽
部
門　

一
宮
市
民
吹
奏
楽
団　

浅
井　

英
仁

エッセイ 

・一宮ウィンドアンサンブル 
・一宮市民吹奏楽団 
・オーモリウィンドアンサンブル 
・きそがわポップスバンド 
・チャレンジャー 
・尾西ウィンドオーケストラ 
・尾州ジャズオーケストラ 
・ファミリーアンサンブルおとのは 
・ファミリーブラスあおぞら 
・musica  animato

一宮ワンチームバンド一宮ワンチームバンド一宮ワンチームバンド

笑顔の集合写真

思いやり会館前での演奏
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【
問
合
せ
先　

一
宮
漢
詩
濤
聲
會
】

　

A（　

）７
９
５
３

７８

日
時
▼
４
月
５
日
∏
・
５
月
３
日
¥

６
月
７
日
∏　

午
前　

時
〜

１０

会
場
▼
中
央
図
書
館

内
容
▼
漢
詩
文
の
作
り
方
の
指
導
を
は

じ
め
、
持
ち
寄
っ
た
創
作
詩
の

添
削
の
検
討
を
会
員
間
で
行
い

ま
す
。（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
年
３
０
０
０
円

申
込
み
▼
当
日
直
接
会
場

【
問
合
せ
先　

一
宮
狂
俳
壇
連
盟
】

　

A（　

）５
０
０
２

７８

日
時
▼
４
月
９
日
º
・
５
月　

日
º

１４

６
月　

日
º　

午
後
１
時
〜

１１

会
場
▼
葉
栗
公
民
館

内
容
▼
各
自　

句
持
参
、
互
選
に
よ
り

１０

優
秀
作
を
記
録
に
残
し
ま
す
。

（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
無
料

【
問
合
せ
先　

真
清
短
歌
会
】

　

A（　

）３
５
７
０

５１

日
時
▼
４
月　

日
∂
・
５
月
８
日
∂

１０

６
月　

日
∂　

午
後
１
時
〜

１２

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
真
清
短
歌
会
委
員
に
よ
り
実
作

指
導
し
ま
す
。（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
無
料

申
込
み
▼
初
参
加
の
方
は
開
催
日
の
３

日
前
ま
で
に
電
話
で
生
涯
学

習
課（
A　

―
７
０
７
４
）

８５

【
問
合
せ
先　

一
宮
謡
曲
同
好
会
】

　

A（　

）０
９
６
６

６２

日
時
▼
４
月　

日
∂

１７

午
前
９
時　

分
〜

３０

会
場
▼
尾
西
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
素
謡
、
連
吟
、
仕
舞
等
の
発
表

入
場
料
▼
無
料

【
問
合
せ
先　

一
宮
市
民
俳
句
教
室
】

　

A（　

）０
２
８
２

７３

日
時
▼
４
月　

日
∂
・
５
月　

日
∂

１７

１５

６
月　

日
∂　

午
後
１
時
〜

１９

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
当
季
雑
詠
２
句
を
一
宮
市
民
俳

句
教
室
委
員
が
指
導
し
ま
す
。

（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
無
料

申
込
み
▼
開
催
日
の
前
月
末（
必
着
）ま

で
に
参
加
希
望
日
・
当
季
雑

句
２
句（
初
参
加
の
方
は
希

望
者
だ
け
）・
郵
便
番
号
・
住

所
・
氏
名（
ふ
り
が
な
）・
電
話

番
号
・
参
加
経
験
の
有
無
を

記
入
し
、
ハ
ガ
キ（
〒　
―　４９１
８５０１

本
庁
舎
生
涯
学
習
課
）

【
問
合
せ
先　

一
宮
漢
詩
濤
聲
會
】

　

A（　

）７
９
５
３

７８

日
時
▼
４
月　

日
º
・
５
月　

日
º

２３

２８

６
月　

日
º　

午
前　

時
〜

２５

１０

会
場
▼
中
央
図
書
館

内
容
▼
漢
詩
文
の
基
本
的
な
読
み
方
を

は
じ
め
、
作
者
の
時
代
背
景
に

も
触
れ
な
が
ら
初
め
て
の
方
に

も
分
か
り
や
す
く
「
唐
詩
三
百

首
」
を
解
読
し
ま
す
。

（
初
心
者
歓
迎
）

講
師
▼
三
島
徹
さ
ん（
東
洋
文
化
振
興

会
会
長
）

参
加
料
▼
月
２
０
０
０
円

申
込
み
▼
当
日
直
接
会
場

『
市
民
短
歌
教
室
』

『
濤
聲
會
漢
詩
講
読
会
』

『
濤
聲
會
作
詩
教
室
』

『
春
季
謡
曲
大
会
』

『
狂
俳
月
例
会
』

「ささげものⅡ」油彩 三輪 修

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感

染
拡
大
状
況
に
よ
り
、
掲
載
し
て
い
る

催
し
や
教
室
な
ど
は
中
止
・
延
期
等
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
開
催
状
況
は
、

問
合
せ
先
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

『
市
民
俳
句
教
室
』
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【
問
合
せ
先　

一
宮
川
柳
社
】

　

A（　

）７
５
９
８

４４

日
時
▼
４
月　

日
∂
・
５
月　

日
∂

２４

２２

６
月　

日
∂　

午
後
１
時
〜

２６

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
自
由
吟
お
よ
び
課
題
吟
を
一
宮

　
　
　

川
柳
社
委
員
が
指
導
し
ま
す
。

（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
無
料

申
込
み
▼
初
参
加
の
方
は
開
催
日
の
３

日
前
ま
で
に
電
話
で
生
涯
学

習
課（
A　

―
７
０
７
４
）

８５

【
問
合
せ
先　

ポ
ピ
ー
の
会
】

　

A
０
９
０（
８
３
３
５
）６
５
５
２

日
時
▼
５
月　

日
∏
〜　

日
∂

１０

１５

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（　

日
は
午
後
１
時
か
ら
、

１０
　

日
は
午
後
４
時
ま
で
）

１５

会
場
▼
三
岸
節
子
記
念
美
術
館

内
容
▼
講
師
の
故
三
輪
清
弘
先
生
を

偲
ん
で
、
水
彩
画
や
油
絵
な

ど
を
展
示
し
ま
す
。

入
場
料
▼
無
料

【
問
合
せ
先　

一
宮
音
楽
家
協
会
】

　

A（　

）２
８
２
７

８７

日
時
▼
５
月　

日
∂　

午
前　

時
〜

１５

１１

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
ピ
ア
ノ
・
声
楽
・
フ
ル
ー
ト

等
に
よ
る
親
し
み
や
す
い
曲

の
演
奏
会
で
す
。

入
場
料
▼
無
料

【
問
合
せ
先　

一
宮
市
民
吹
奏
楽
団
】

　

A
０
８
０（
５
１
０
２
）８
６
１
１

日
時
▼
６
月　

日
∂

１９

　
　
　

午
後
１
時　

分
〜

３０

会
場
▼
一
宮
市
民
会
館

内
容
▼
管
弦
楽
曲「
伸
び
ゆ
く
一
宮
」

「
ム
ー
ア
サ
イ
ド
組
曲
」
な

ど
を
演
奏
し
ま
す
。

入
場
料
▼
無
料（
要
整
理
券
）

【
問
合
せ
先　
尾
西
ウ
ィ
ン
ド
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
】

　

A（　

）１
１
６
１

７６

日
時
▼
６
月　

日
∂　

午
後
２
時
〜

２６

会
場
▼
尾
西
市
民
会
館

内
容
▼
楽
し
い
名
曲
の
数
々
を
演
奏

し
ま
す
。

入
場
料
▼
５
０
０
円
・
中
学
生
以
下

無
料（
要
整
理
券
）

8

『
一
宮
市
民
吹
奏
楽
団

レ
イ
ン
ボ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
Û
Ò
Û
Û

』

［連 絡 先］一宮市芸術文化協会事務局（市教育委員会生涯学習課内）
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『
サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
』

『
尾
西
ウ 
ィ
ン
ド
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

第　

回
定
期
演
奏
会
』

８８

『
Û
Ò
Û
Û
ポ
ピ
ー
の
会
絵
画
展
』

『
市
民
川
柳
教
室
』


